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Ⅰ アンケート調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、「第２期石巻市子ども未来プラン」が令和６年度をもって終了となることから、令和７

年度から令和 11年度までを計画期間とする「石巻市こども計画（第３期石巻市子ども未来プラン）」

の策定のための基礎資料とすることを目的として実施しました。 

 

２ 調査概要 

◇調査期間：令和６年２月 26日（月）～３月 18日（月） 

 

３ 回収結果 

 

調査 対象者 配布数 有効回収数 有効回収率 

子ども・子育て支援 

ニーズ調査 

就学前児童の保護者 2,000 件 934 件 46.7％ 

小学生児童の保護者 2,000 件 848 件 42.4％ 

子どもの生活について

の調査 

小学５年生・中学２年生 2,058 件 924 件 44.9％ 

小学５年生・ 

中学２年生の保護者 
2,058 件 537 件 26.1％ 

子ども・若者の生活や

意識に関する調査 

高校生世代から 

39 歳までの市民 
2,000 件 532 件 26.6％ 

  

調査 調査対象者 調査方法 

子ども・子育て支援 

ニーズ調査 

市内在住の就学前児童の保護者 

（無作為抽出） 
郵送配布・郵送回収 

市内在住の小学生児童の保護者 

（無作為抽出） 
郵送配布・郵送回収 

子どもの生活について

の調査 

市内在住の小学５年生児童、 

中学２年生生徒（全数） 調査案内文の学校配布による 

WEB 回答 市内在住の小学５年生児童、 

中学２年生生徒の保護者（全数） 

子ども・若者の生活や

意識に関する調査 

市内在住の高校生世代～39 歳の方 

（無作為抽出） 

郵送配布・郵送回収 

及び WEB 回答 
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４ 報告書の見方 

◇回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位

で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）で

あっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、

表においても反映しています。 

◇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの

有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合が

あります。 

◇図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困

難なものです。 

◇図表中の「ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該

当する人）を表しています。 

◇本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 

◇集計対象者数（ｎ値）が少ない（10 件未満）クロス集計について、コメント対象外としています。 

 

５ 生活困難の定義について 

今回実施した調査のうち、小学５年生・中学２年生の児童・生徒及び保護者対象の調査について

は、子どもの貧困対策にかかる調査の目的もあるため、平成 30 年度に実施した「石巻市子どもの生

活実態調査」と同様に、子どもの生活における「生活困難」を、以下の３つの要素から分類しまし

た。 

（１）低所得 

保護者向け調査票問 20 で回答いただいた世帯全体の収入額について、世帯人員の平方根で割って

調整した所得が中央値の半分の額（貧困線）を下回る人を「低所得」として定義する。 

 

（２）家計の困難 

「家計の困難」は、保護者向け調査票問 24において過去 1年間に、「経済的な理由で電話、電気、

ガス、水道、家賃などの料金の滞納があったか」、また、過去 1 年間に「家族が必要とする食料が買

えなかった経験」、「家族が必要とする衣類が買えなかった経験」があったかの 7 つの項目のうち、1

つ以上が該当する場合を「家計の困難」状態と定義する。 

 

（３）子どもの体験や所有物の欠如 

子ども自身の生活困難を表す指標となる「子どもの体験や所有物の欠如」は、保護者向け調査票

問 30 及び問 31 において、過去 1 年の間に、子どもと「海水浴にいく」などの体験をしたか、「毎月

お小遣いを渡す」などのことをしているかの 15 項目のうち、3 つ以上が該当している場合を、「子ど

もの体験や所有物の欠如」の状況にあると定義する。 
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上記の定義をもとに、本調査における生活困難層（困窮層と周辺層の計）を算出した。この算出

は、所得だけでは測れない生活の質を含めた指標によって、生活困難層とその予備群にあたる周辺

層の実態を把握するために行ったものである。 

 

◇生活困難層の割合（保護者） 

区分 該当数 詳細 件数 割合 

困窮層 

３つ 低所得+家計の困難+子どもの体験や所有物の欠如 12件 2.2％ 

２つ 

低所得+家計の困難 17件 3.2％ 

低所得+子どもの体験や所有物の欠如 6件 1.1％ 

家計の困難+子どもの体験や所有物の欠如 29件 5.4％ 

合計 64件 11.9％ 

周辺層 
１つ 

低所得のみ 41件 7.6％ 

家計の困難のみ 34件 6.3％ 

子どもの体験や所有物の欠如のみ 24件 4.5％ 

合計 99件 18.4％ 

生活困難層 合計 163件 30.4％ 

一般層 374件 69.6％ 

不明・無回答 0件 0.0％ 

 

 

◇生活困難層の割合（児童・生徒） 

区分 該当数 詳細 件数 割合 

困窮層 

３つ 低所得+家計の困難+子どもの体験や所有物の欠如 9件 1.0％ 

２つ 

低所得+家計の困難 15件 1.6％ 

低所得+子どもの体験や所有物の欠如 9件 1.0％ 

家計の困難+子どもの体験や所有物の欠如 26件 2.8％ 

合計 59件 6.4％ 

周辺層 
１つ 

低所得のみ 38件 4.1％ 

家計の困難のみ 30件 3.2％ 

子どもの体験や所有物の欠如のみ 20件 2.2％ 

合計 88件 9.5％ 

生活困難層 合計 147件 15.9％ 

一般層 378件 40.9％ 

不明・無回答 399件 43.2％ 

  


